
＝＝　記入例　＝＝
様式第２号（第４条関係） （法人または団体による推薦）

白川町長　様

白川町農業委員会委員候補として下記の者を推薦します。

推薦者

印 582 人

被推薦者

性別

印 女

ア．認定農業者のＯＢ（法人の場合は役員等）

　　イ．認定農業者の経営に参画する親族 ウ．認定新規就農者（法人の場合は役員等）

　　エ．集落営農の役員 オ．人・農地プランの中心的経営体（法人の場合は役員等）

　　カ．指導農業士・青年農業士・女性アドバイザー キ．基本構想水準到達者（法人の場合は役員等）

　②　認定農業者である法人の業務執行役員または重要な使用人（農場長等）

　③　認定農業者に準ずる者

【経歴】

　Ｈ２０．５　結婚と同時に就農

　Ｈ２３．１０～現在　夫婦、親夫婦とで家族経営協定を締結し、４人の連名で認定農業者となる
　Ｈ２４．６～現在　県女性経営アドバイザーに認定

【農業経営の状況】（耕作面積、作目、農業従事日数、農業所得額等）

　耕作面積：２．８ｈａ（所有地：０．６ｈａ、借入地：２．２ｈａ）
　作目：施設園芸（いちご：ハウス４棟）、露地野菜（ブロッコリー等）１．２ｈａ
　農業従事日数：２５０日
　農業所得額：月１８万円（家族経営協定の取り決めによる収益分配）

【認定農業者等の該当】（③は、ア～キの該当するもの全てに○印）

　①　認定農業者（個人）

揖斐　和子 Ｓ５９年１月１日（満３２才） 岐阜市薮田５－６ 農業

【連絡先】固定電話：　０００　（　５５５　）　６６６６ 携帯電話：　０００　（　５５５５　）　６６６６

【推薦の理由】

　揖斐和子氏は、家族経営協定を締結して認定農業者となるなど、先進的な取り組みを実践している農業者であり、優良な

経営内容は、地域農業者の模範であり、地域の女性農業者からの信頼も厚い。
　また、県知事から女性経営アドバイザーに認定されており、地域を越えての交流や若手女性農業者への指導にも積極的に
取り組むなど、農業についての知見も高く、農業委員として適任である。

【農地利用最適化推進委員への推薦の有無】 無　　・　　有（推薦地区名：      　　　）

氏　　　名 生年月日（満年齢） 住　　　所 職　　業

【代表者連絡先】固定電話：　０００　（　７７７　）　８８８８ 携帯電話：　０００　（　７７７７　）　８８８８

【組織の目的】

　営農・生活から金融・共済まで幅広い事業の展開を通じ、質の高いサービスとニーズに応じた商品の提供を行い、組合員と
その家族のみならず、全ての市民の豊かな生活の実現に貢献する。

【構成員たる資格その他組織の性格を明らかにする事項】

　正組合員：農協の地区内に住所を有する農民、農業を営む法人。１人１票の議決権を持つ。
　準組合員：農業者でなくても、地区内に住所を有し出資すればなれ、全ての事業が利用可能。議決権はない。

農業委員会委員候補者推薦書

                                                                                                            令和○○年○○月○○日

組織の名称 代表者または管理人の役職・氏名 構成員の数

薮田農業協同組合 組合長　可児　三夫


